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（裏面に更新のお知らせがございます）

弱酸の電離定数と水素イオン濃度
0.10mol/Lの酢酸水溶液の［H＋］と pHを小数第 1位まで求めよ。
ただし，酢酸の電離定数は Ka＝ 2.7×10－5 mol/Lとする。 2.7＝ 1.6，
log10 2＝ 0.3

酢酸の濃度を c 〔mol/L〕，電離度を aとすると，
    　CH3COOH ⇄ CH3COO－＋ H＋

 （電離前）  　　　　　c  　0 　0 〔mol/L〕
 （変化量）  　　　　－ ca  ＋ ca ＋ ca 〔mol/L〕
 （平衡時）  　　　 c（1－a） 　　　   ca 　ca 〔mol/L〕

 Ka＝ ［CH3COO－］［H＋］
［CH3COOH］  ＝ ca×ca

c（1－a） ＝ ca2

1－a
酢酸の電離度は 1に比べて非常に小さいので，1－a≒ 1 とみなすこと
ができる。したがって，

 Ka＝ ca2，a＞ 0より　a＝ Ka

c

 ［H＋］＝ ca＝ c× Ka

c  ＝ cKa ＝ 0.10×2.7×10－5 mol/L

 　　＝ 1.6×10－3 mol/L 1.6×10－3mol/L　□答　
　pH＝－ log10（1.6× 10－3） ＝ － log10（16× 10－4）
　　 ＝ 4－ log10 24 ＝ 4－ 4 log102 ＝ 4－ 4× 0.3＝ 2.8 2.8　□答　

例題 8

解

2

0.030mol/Lの酢酸水溶液の［H＋］を求めよ。ただし，酢酸の電離定数は
Ka＝ 2.7×10－5 mol/Lとする。

類題 8a

0.40mol/Lアンモニア水の［OH－］と［H＋］，さらに pHを求めよ。
ただし，アンモニアの電離定数は Kb＝ 2.3×10－5 mol/L，水のイオン
積は Kw＝ 1.0×10－14mol2/L2, 2.3＝ 1.5，log10 3＝ 0.5とする。

類題 8b

酸・塩基 電離を表す式 Ka，Kb 〔mol/L〕 a

酸

フッ化水素 　　　　　　 HF ⇄ H＋＋ F－ 　2.1×10－3 2.0×10－1

ギ酸（●▶ p.320） 　　　　HCOOH ⇄ H＋＋ HCOO－ 　2.9×10－4 7.6×10－2

酢酸 　　　CH3COOH ⇄ H＋＋ CH3COO－ 　2.7×10－5 2.3×10－2

フェノール（●▶ p.339） 　　　　C6H5OH ⇄ H＋＋ C6H5O－ 　1.3×10－10 5.1×10－5

塩
基

アンモニア 　　 NH3＋ H2O ⇄ NH4
＋＋ OH－ 　2.3×10－5 2.1×10－2

アニリン（●▶ p.346）  C6H5NH2＋ H2O ⇄ C6H5NH3
＋＋ OH－ 　5.2×10－10 1.0×10－4

●⬇表 16　電離定数（25℃）と 0.0500mol/L水溶液の電離度 a（aは（95）式から求めた値）
1

溶けている酸（塩基）の物質量に対する電離している酸（塩基）の物質量の割合を 電離度
（degree of electrolytic dissociation）といい，記号 a（アルファ）が用いられる。            
電離度 a＝ 電離している酸（塩基）の物質量溶けている酸（塩基）の物質量 　（0＜ a≦ 1）

この式に仮に Kaと cを代入して電離度 aを求めると，a＝ 0.016であるから，a≪ 1

としたのは妥当である。しかし，aが無視できないほど大きい場合は，Ka＝ 
ca2

1－a   

より ca2＋ Kaa－ Ka＝ 0 の二次方程式を解いて aを求めることになる。
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第1章
Classification and Analysis
 of Organic Compounds

有機化合物の
 分類と分析

1 有機化合物の特徴と分類
A 有機化合物の特徴
　かつては，生物によってのみつくり出される化合物が有機化合物，生
物ではない鉱物から得られる化合物が無機化合物であった。現在では，
多くの有機化合物が人工的につくられており，炭素原子を骨格とした化
合物を 有機化合物，それ以外の化合物を 無機化合物 と区別している。

有機化合物の特徴
① 炭素 Cをはじめとして，水素 H・酸素 O・
窒素 N・硫黄 S・ハロゲン元素（F，Cl，Br，I）
など，少数の元素から構成されている。しか
し，有機化合物の種類は，無機化合物に比べ
てきわめて多い。これは炭素原子が 4個の価
電子をもち，共有結合により次々に結合し
て，鎖状や環状などさまざまな形の分子をつ
くることができるからである。

②  分子からなる物質であり，無機化合物に比べて融点や沸点は比較的低
い。融点をもたず加熱により分解するものもある。

③  水に溶けにくく，有機溶媒に溶けやすいものが多い。
④  有機化合物の反応は共有結合を切りながら進むことが多く，反応速度
が遅く，加熱や触媒を必要とする場合が多い。また，有機化合物の多
くは燃焼しやすく，完全燃焼すると二酸化炭素 CO2や水 H2Oなどの
物質を生じる。

有機化合物の特徴と分類

organic compound

1

inorganic compound

●▶表 1

2

一酸化炭素 COや二酸化炭素 CO2のような炭素の酸化物，炭酸カルシウム CaCO3のよ
うな炭酸塩，シアン酸カリウム KCNのようなシアン化物は，いずれも炭素を含む化合
物であるが，無機化合物に分類される。
溶媒として用いられる液体の有機化合物で，ジエチルエーテル，アセトンなどがある。

1

2

元素 原子価

炭素 -C- 4

水素 H- 1

酸素 -O- 2

窒素 -N- 3

硫黄 -S- 2

塩素 Cl- 1

臭素 Br- 1

●⬇ 表 1　有機化合物を
構成するおもな元素

5

10

15

20

25

第４編　有機化合物286

2 不飽和炭化水素
A アルケン
❶アルケン　炭素原子間に二重結合を 1

個もつ鎖式不飽和炭化水素を アルケン
といい，一般式 CnH2n（n≧ 2）で表される。
n＝ 2はエチレン C2H4，n＝ 3はプ

ロペン C3H6である。エチレンやプロペ
ンは化学工業原料として重要で，エチレ
ンからはエタノールやアセトアルデヒド
など，プロペンからは 2 -プロパノール
やアセトンなどがつくられる。
❷エチレン CH2--CH2 エチレン は，無色の気体で，かすかに甘いに
おいがある。工業的には，ナフサを熱分解して得ている。実験室では，
濃硫酸を 160～ 170℃に加熱しながらエタノール C2H5-OHを加えて発
生させる。このとき，分子内から水分子が失われる反応が起こっている。
このような反応を 脱水反応 という。

H

HH

H
C--CH-C-C-H　　　　　　　　   　　    ＋ H2O

H

H

H

OH
脱水

濃硫酸，160～170℃

エタノール エチレン

（3）

不飽和炭化水素

alkene

1

名称

2

●▶ p.311 ●▶ p.315

●▶ p.310

●▶ p.317

●▶ p.301

●▶図 10

dehydration

濃硫酸
＋沸騰石

油浴 水槽

エチレン

エタノール
温度計
（160～170℃）

逆流による事故
を防ぐために
空瓶を置く

●⬆図 10　エチレンの発生と捕集

エチレン系炭化水素またはオレフィンともいう。
n≧ 3のとき，アルケンとシクロアルカンは，互いに構造異性体の関係にある。
C2H4はエチレンとよぶことが多い。また，C3H6はプロピレンとよぶことが多い。

1

2

3

CH2--CH2 ethylene　CH2--CHCH3 propene　CH2--CHCH2CH3 1-butene　

アルケン
アルカンの語尾「アン（ane）」を
「エン（ene）」に変える。ブテン
のように二重結合の位置による
構造異性体がある場合は，二重
結合の位置番号をつける。

（例）1 -ブテン CH2--CHCH2CH3

  2-ブテン CH3CH--CHCH3

名称

3

 1       2   3    4

 1    2     3   4

名称 分子式 沸点
エテン
（エチレン） CH2--CH2 －104℃

プロペン
（プロピレン）CH2--CHCH3 －47℃

3

3

●⬇表 12　アルケンの例

飽和
（単結合）

鎖式 環式

不飽和
（二重結合）
不飽和

（三重結合） CnH2n－2

CnH2n＋2 CnH2n

CnH2n－2
アルケン

CnH2n

アルケン
CnH2n 5

10

15
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 1       2   3    4

 1    2     3   4
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プロペン
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3

3
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E アルキン
❶アルキン 炭素原子間に三重結合を 1

個もつ鎖式不飽和炭化水素を アルキン
といい，一般式 CnH2n－2（n≧ 2）で表され
る。n＝ 2はアセチレン C2H2，n＝ 3

はプロピン C3H4という。
　アルキンでは，三重結合を構成する 2

個の炭素原子とそれに結合する原子の合
計 4個の原子は，常に一直線上に位置す
る。つまり，アセチレン分子はすべての
原子が一直線上にある直線構造である。
❷アセチレン CH---CH アセチレン は
無色・無臭の気体である。工業的にはメ
タンやナフサを熱分解して得ている。
　　2 CH4  →  CH---CH＋ 3 H2 （9）
　　　　  メタン  　 　    アセチレン

　また，実験室では炭化カルシウム（カー
バイド）に水を作用させてつくる。
　　CaC2＋ 2 H2O 
炭化カルシウム

　　→ CH---CH＋ Ca（OH）2 （10）
　アセチレンは燃焼熱が大きく，酸素と
ともに完全燃焼させると，高温の炎（酸
素アセチレン炎

えん
）を生じるので，金属の溶

接や溶断に用いられる。
　アセチレンをアンモニア性硝酸銀水溶
液に通じると，銀アセチリド AgC---CAg

の白色沈殿を生じる。この反応は，アセ
チレンの検出に使われる。

alkyne

1

名称

●▶図 14

高温

●▶図 15

●▶図 16

H-C---C-H構造式

H C

0.11nm 0.12nm

アセチレン系炭化水素ともいう。
C2H2はアセチレンとよぶことが多い。

1

2

CH---CH acetylene　CH---CCH3 propyne

アルキン
アルカンの語尾「アン（ane）」を
「イン（yne）」に変える。

名称

2

アルミニウム箔
に包んだCaC2

（箔に穴を開ける）

アルミニウム箔
に包んだCaC
（箔に穴を開ける）

アセチレン

●⬆図 15　アセチレンの生成
この方法で生成するアセチレンは
不純物を含むため，においがある。

名称 分子式 沸点
エチン
（アセチレン）  CH---CH －74℃

プロピン  CH---CCH3 －23℃

2

●⬇表 14　アルキンの例

飽和
（単結合）

鎖式 環式

不飽和
（二重結合）
不飽和

（三重結合）

CnH2n＋2 CnH2n

CnH2n－2CnH2n

アルキン
CnH2n－2

アルキン
CnH2n－2

●⬆図 14　アセチレンの構造

●⬆図 16　金属の溶接
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E アルキン
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タンやナフサを熱分解して得ている。
　　2 CH4  →  CH---CH＋ 3 H2 （9）
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の白色沈殿を生じる。この反応は，アセ
チレンの検出に使われる。

alkyne

1

名称

●▶図 14

高温

●▶図 15

●▶図 16

H-C---C-H構造式

H C

0.11nm 0.12nm

アセチレン系炭化水素ともいう。
C2H2はアセチレンとよぶことが多い。

1

2

CH---CH acetylene　CH---CCH3 propyne

アルキン
アルカンの語尾「アン（ane）」を
「イン（yne）」に変える。

名称

2

アルミニウム箔
に包んだCaC2

（箔に穴を開ける）

アルミニウム箔
に包んだCaC
（箔に穴を開ける）

アセチレン

●⬆図 15　アセチレンの生成
この方法で生成するアセチレンは
不純物を含むため，においがある。

名称 化学式 沸点
エチン
（アセチレン）  CH---CH －74℃

プロピン  CH---CCH3 －23℃

2

●⬇表 14　アルキンの例

飽和
（単結合）

鎖式 環式

不飽和
（二重結合）
不飽和

（三重結合）

CnH2n＋2 CnH2n

CnH2n－2CnH2n

アルキン
CnH2n－2

アルキン
CnH2n－2

●⬆図 14　アセチレンの構造

●⬆図 16　金属の溶接
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Alcohols and Related Compounds

第3章 アルコールと
 関連化合物

1 アルコールとエーテル
A アルコール
❶アルコール　炭化水素の水素原子 H

を，ヒドロキシ基 -OHで置換した構造
をもつ化合物を アルコール という。ヒ
ドロキシ基を 1つもつアルコールは，
R-OH（Rは炭化水素基）で表される。

CnH2n＋1-OHで表されるアルコールで
は，n＝ 3以上の場合に構造異性体のア
ルコールが存在する。n＝ 3では，1-プ
ロパノール CH3CH2CH2OH と 2 -プロ
パノール CH3CH（OH）CH3，n＝ 4では，
表 16に示すように 4種類の構造異性体が存在する。また，メタノール
のように炭素数の少ないアルコールを 低級アルコール といい，1 -ドデ
カノールのように炭素数の多いアルコールを 高級アルコール という。
❷価数による分類　アルコールは，分子中のヒドロキシ基の数によって，
一価アルコール，二価アルコール，三価アルコール などに分類される。
二価以上のアルコールは 多価アルコール ということもある。
❸級数による分類　アルコールは，-OHが結合している●C原子が何個
の炭化水素基と結合しているかによって，第一級アルコール，第二級
アルコール，第三級アルコール に分類される。

アルコールとエーテル

1

alcohol 名称

hydroxy group

●▶ p.288

名称

3

●▶ p.311表 15

primary alcohol

secondary alcohol tertiary alcohol ●▶ p.311表 16

ベンゼン環の炭素原子に，-OHが直接結合したものはフェノール類（●▶ p.339）という。
メチルアルコール CH3-OH，エチルアルコール C2H5-OHのように，アルキル基の名称
の後に「アルコール」をつけてよばれることもある。
低級アルコール・高級アルコールの境界は明瞭ではない。

1

2

3

構造異性体のアルコール
-OHの結合位置による構造異
性体がある場合は，-OHがつ
いている炭素原子の位置の番号
をつけて区別する。

名称

アルコール（一価）
アルカンの語尾「アン（ane）」を
「anol（ァノール）」に変える。

名称

2

（Rは炭化水素基を表す）

エステル化酸化

酸
化

酸
化

脱水

アルコール
R-OH
アルコール

R-OH

エーテル

アルデヒド

ケトン

カルボン酸

エステル
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Alcohols and Related Compounds

第3章 アルコールと
 関連化合物

1 アルコールとエーテル
A アルコール
❶アルコール　炭化水素の水素原子 H

を，ヒドロキシ基 -OHで置換した構造
をもつ化合物を アルコール という。ヒ
ドロキシ基を 1つもつアルコールは，
R-OH（Rは炭化水素基）で表される。

CnH2n＋1-OHで表されるアルコールで
は，n＝ 3以上の場合に構造異性体のア
ルコールが存在する。n＝ 3では，1-プ
ロパノール CH3CH2CH2OH と 2 -プロ
パノール CH3CH（OH）CH3，n＝ 4では，
表 16に示すように 4種類の構造異性体が存在する。また，メタノール
のように炭素数の少ないアルコールを 低級アルコール といい，1 -ドデ
カノールのように炭素数の多いアルコールを 高級アルコール という。
❷価数による分類　アルコールは，分子中のヒドロキシ基の数によって，
一価アルコール，二価アルコール，三価アルコール などに分類される。
二価以上のアルコールは 多価アルコール ということもある。
❸級数による分類　アルコールは，-OHが結合している●C原子が何個
の炭化水素基と結合しているかによって，第一級アルコール，第二級
アルコール，第三級アルコール に分類される。

アルコールとエーテル

1

alcohol 名称

hydroxy group

●▶ p.288

名称

3

●▶ p.311表 15

primary alcohol

secondary alcohol tertiary alcohol ●▶ p.311表 16

ベンゼン環の炭素原子に，-OHが直接結合したものはフェノール類（●▶ p.339）という。
メチルアルコール CH3-OH，エチルアルコール C2H5-OHのように，アルキル基の名称
の後に「アルコール」をつけてよばれることもある。
低級アルコール・高級アルコールの境界は明瞭ではない。

1

2

3

構造異性体のアルコール
-OHの結合位置による構造異
性体がある場合は，-OHがつ
いている炭素原子の位置の番号
をつけて区別する。

名称

アルコール（一価）
アルカンの語尾「アン（ane）」を
「ァノール（anol）」に変える。

名称

2

（Rは炭化水素基を表す）

エステル化酸化

酸
化

酸
化

脱水

アルコール
R-OH
アルコール

R-OH

エーテル

アルデヒド

ケトン

カルボン酸

エステル
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問 15  32倍
問 16  （1） イ　（2） エ　（3） オ
問 17  9倍
問 18  （1） 小さくなる　（2） 小さくなる　 
  （3） 変化しない
  （4） 大きくなる（速くなる）

【演習問題】（p.159）
問題 1 （1） O2の減少速度：2.0×10－3 mol/（L･s）
  　　NO2の増加速度：4.0×10－3 mol/（L･s）
  （2） v＝ k［NO］2［O2］
問題 2 （1） （a） 0.45mol/L   （b） 0.30mol/L   
  　　（c） 0.20mol/L
  （2） （a） 4.5×10－2 mol/（L･min） 
  　　（b） 3.0×10－2 mol/（L･min）
  　　（c） 2.0×10－2 mol/（L･min）
  （3） 0.10 /min
問題 3 （1） ① b　② a＋ b　③ c　④ a＋ b＋ c
  （2） 発熱反応

第 4章 化学平衡 （p.160～ 195）

問 19  （1） Kc＝ ［NO2］2
［N2O4］〔mol/L〕                

  （2） Kc＝ ［H2］［I2］
［HI］2

  （3） Kc＝ ［CO］［H2O］
［CO2］［H2］

  （4） Kc＝ ［CO］2
［CO2］〔mol/L〕               

問 20  （1） 4.0　（2） 0.87mol
問 21  （1） N2O4：2.5×104 Pa，
  　　NO2：7.5×104 Pa
  （2） 2.3×105 Pa
問 22  （1） 右向き　（2） 右向き　（3） 左向き
問 23  （1） 右向き　（2） 移動しない　（3） 左向き
  （4） 移動しない　（5） 左向き
問 24  （1） 左向き　（2） 右向き　（3） 左向き
問 25  （1） 左向き　（2） 移動しない　
  （3） 右向き　（4） 右向き
問 26  （1） ［H＋］＝ 1.0×10－7 mol/L
  （2） ［H＋］＝ 1.0×10－10 mol/L
問 27  （1） 2 CH3COOK ＋ H2SO4

→→2 CH3COOH ＋ K2SO4

  （2） NaHCO3＋ HCl 
→→ NaCl ＋ H2O ＋ CO2

問 28  （1） 中性　（2） 酸性，NH4
＋　（3） 中性

  （4） 塩基性，CO3
2－　（5） 酸性

問 29  省略
問 30  Ksp＝ 5.2×10－13 mol2/L2

問 31  4 s3

問 32  沈殿を生じる。
【類題】
類題 6a（1） 0.020　 （2） 0.20mol

類題 6b（1） N2O4：0.20mol，NO2：0.60mol　 
  （2） 7.5×10－2 mol/L  

（p.164）

（p.164）

類題 7 （1） 1.4　（2） 3.3　（3） 12.7　（4） 0.020

類題 8a 9.0×10－4 mol/L 

類題 8b［OH－］＝ 3.0×10－3mol/L，
  ［H＋］＝ 3.3×10－12mol/L，pH 11.5 

【演習問題】（p.194～ 195）
問題 1 ウ，オ
問題 2 （1） 左向き　（2） 右向き　（3） 左向き  

（4） 移動しない   （5） 移動しない　
（6）移動しない  （7） 右向き

問題 3 （1） イ　（2） 発熱反応　（3） 小さくなる
問題 4 （1） K＝［CO2］［H2］

［CO］［H2O］　（2） 1.0  
  （3） 0.24mol 
問題 5 （1） 3.2　（2） 12.5　（3） 7.0　（4） 12.7         
問題 6 （1） Ka＝［H＋］［A－］

［HA］ 　（2） 2.0×10－2

  （3） 2.0×10－3 mol/L　（4） 2.7　
  （5） 省略

第 3編　無機物質
第 1章 非金属元素 （p.206～ 235）

問 1  （1） Al，Na，Ca，Mg，Ba
  （2） F，P　 （3） Fe，Ag，Cr
問 2  （ア） 2 KBr＋ I2　 （ウ） 2 KCl＋ Br2

問 3  酸性酸化物：CO2，NO2

  塩基性酸化物：K2O，CaO
  両性酸化物：ZnO
問 4  10kg
問 5  N2：8mol，H2：24mol，NH3：4mol
問 6  （1） NH3＋ 2 O2→ HNO3＋ H2O
  （2） 6.3kg
【演習問題】（p.234～ 235）
問題 1 ウ，オ
問題 2 （1） MnO2＋ 4 HCl
  → MnCl2＋ 2 H2O＋ Cl2
  （2） C：水　塩化水素が除かれる
  　　D：濃硫酸　水が除かれる
  （3） ウ
  （4） Cl2＋ H2O →→ HCl＋ HClO
問題 3 （1） オ　（2） エ　（3） ア　（4） イ　（5） ウ
問題 4 （1） 2 NH4Cl＋ Ca（OH）2

  → CaCl2＋ 2 H2O＋ 2 NH3

  （2） イ　（3） イ　（理由略）
  （4） 塩化アンモニウムの白煙が生じる。
問題 5 （1） CuO＋ H2→ Cu＋ H2O
  （2） 2 KI＋ Cl2→ 2 KCl＋ I2

  （3） Zn＋ H2SO4→ ZnSO4＋ H2

  （4） Cu＋ 2 H2SO4

→ CuSO4＋ 2 H2O＋ SO2

  （5） Ag＋ 2 HNO3

  → AgNO3＋ H2O＋ NO2

  （6） 3 Cu＋ 8 HNO3

  → 3 Cu（NO3）2＋ 4 H2O＋ 2 NO

（p.176）

（p.178）

（p.178）
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  　　NO2の増加速度：4.0×10－3 mol/（L･s）
  （2） v＝ k［NO］2［O2］
問題 2 （1） （a） 0.45mol/L   （b） 0.30mol/L   
  　　（c） 0.20mol/L
  （2） （a） 4.5×10－2 mol/（L･min） 
  　　（b） 3.0×10－2 mol/（L･min）
  　　（c） 2.0×10－2 mol/（L･min）
  （3） 0.10 /min
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  （2） 発熱反応

第 4章 化学平衡 （p.160～ 195）
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［CO2］［H2］

  （4） Kc＝ ［CO］2
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問 21  （1） N2O4：2.5×104 Pa，
  　　NO2：7.5×104 Pa
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→→ NaCl ＋ H2O ＋ CO2

問 28  （1） 中性　（2） 酸性，NH4
＋　（3） 中性

  （4） 塩基性，CO3
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問 29  省略
問 30  Ksp＝ 5.2×10－13 mol2/L2
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  （2） 7.5×10－2 mol/L  
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第 3編　無機物質
第 1章 非金属元素 （p.206～ 235）
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  （2） 2 KI＋ Cl2→ 2 KCl＋ I2

  （3） Zn＋ H2SO4→ ZnSO4＋ H2

  （4） Cu＋ 2 H2SO4

→ CuSO4＋ 2 H2O＋ SO2

  （5） Ag＋ 2 HNO3

  → AgNO3＋ H2O＋ NO2

  （6） 3 Cu＋ 8 HNO3
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第1章
Classification and Analysis
 of Organic Compounds

有機化合物の
 分類と分析

1 有機化合物の特徴と分類
A 有機化合物の特徴
　かつては，生物によってのみつくり出される化合物が有機化合物，生
物ではない鉱物から得られる化合物が無機化合物であった。現在では，
多くの有機化合物が人工的につくられており，炭素原子を骨格とした化
合物を 有機化合物，それ以外の化合物を 無機化合物 と区別している。

有機化合物の特徴
① 炭素 Cをはじめとして，水素 H・酸素 O・
窒素 N・硫黄 S・ハロゲン元素（F，Cl，Br，I）
など，少数の元素から構成されている。しか
し，有機化合物の種類は，無機化合物に比べ
てきわめて多い。これは炭素原子が 4個の価
電子をもち，共有結合により次々に結合し
て，鎖状や環状などさまざまな形の分子をつ
くることができるからである。

②  分子からなる物質であり，無機化合物に比べて融点や沸点は比較的低
い。融点をもたず加熱により分解するものもある。

③  水に溶けにくく，有機溶媒に溶けやすいものが多い。
④  有機化合物の反応は共有結合を切りながら進むことが多く，反応速度
が遅く，加熱や触媒を必要とする場合が多い。また，有機化合物の多
くは燃焼しやすく，完全燃焼すると二酸化炭素 CO2や水 H2Oなどの
物質を生じる。

有機化合物の特徴と分類

organic compound

1

inorganic compound

●▶表 1

2

一酸化炭素 COや二酸化炭素 CO2のような炭素の酸化物，炭酸カルシウム CaCO3のよ
うな炭酸塩，シアン化カリウム KCNのようなシアン化物は，いずれも炭素を含む化合
物であるが，無機化合物に分類される。
溶媒として用いられる液体の有機化合物で，ジエチルエーテル，アセトンなどがある。

1

2

元素 原子価

炭素 -C- 4

水素 H- 1

酸素 -O- 2

窒素 -N- 3

硫黄 -S- 2

塩素 Cl- 1

臭素 Br- 1

●⬇ 表 1　有機化合物を
構成するおもな元素
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※分子の a（エー）を a（アルファ）に訂正



頁 行 更新前 更新後

129 3，
脚注

134 脚注1

441 8

449 表

記述の更新等に関するお知らせ

下記の 3点につきまして，文部科学省に更新の申請を行い承認されましたので，令和 2年度供給の教科書より記述を更新いたします。
　①SI 基本単位の定義が令和元年 5月に改定されたことを受けまして，記述を更新します。
　② 2019 年のノーベル化学賞に吉野彰氏ら 3名が選ばれたことを受けまして，記述を更新します。
　③日本工業規格の名称が日本産業規格に変更されたことを受けまして，記述を更新します。

２
編

分
類 名称 電池の構成 起電力 用途の例・表記の例負極活物質 電解質 正極活物質

一
次
電
池

ⓐマンガン乾電池 Zn
ZnCl2
NH4Cl

MnO2 1.5V リモコン

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓑアルカリマンガン
乾電池 Zn KOH MnO2 1.5V 電子玩具

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓒリチウム電池 Li Li塩 MnO2 3.0V 火災報知器

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓓ酸化銀電池 Zn KOH Ag2O 1.55V 精密電子機器

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PRⓔ空気亜鉛電池 Zn KOH O2 1.3V 補聴器

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

二
次
電
池

　鉛蓄電池 Pb H2SO4 PbO2 2.0V 自動車
ⓕニッケル -カドミ
ウム蓄電池 Cd KOH NiO（OH） 1.3V 電動工具 Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓖニッケル -水素電池 MH KOH NiO（OH） 1.35V デジタルカメラ
Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓗリチウムイオン電池 C（黒鉛）と
Liの化合物 Li塩 Li0.5CoO2 4.0V モバイル機器

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

燃料電池（リン酸形） H2 H3PO4 O2 1.2V 病院やホテル

●⬇表 8　実用電池の例（電池の構成と起電力は代表的なものを示す）

参考 電池の内部抵抗　電池には自身がもつ電気抵抗があり，内部抵抗とよばれる。起電力
が同じであれば，内部抵抗が小さい電池ほど，最大電流が大きいので，出力も大きくなる。同
じ放電容量（●▶ p.128脚注 1 ）で比較すると，マンガン乾電池の内部抵抗は大きいので，その
出力は小さくなる。一般に，二次電池の内部抵抗は小さいので，その出力は大きくなる。

ⓗリチウムイオン電池　コバルト（Ⅲ）酸リチウム LiCoO2の Liが約半分
抜けた物質 Li 0.5CoO2が正極，リチウム Liを蓄えた黒鉛が負極である。
電圧が高く，自己放電が少ない。軽くて大きな電力を得ることができる。

復習
1

燃料電池と二酸化炭素   環境

　燃料電池は水素と酸素の反応により電気と
熱を同時に取り出すものである。火力発電と
は違って発電の際に二酸化炭素を発生しない
が，天然ガスや石油などから水素をつくると
きに二酸化炭素が発生する。しかし，燃料電池
がつくり出す電気と熱の両方を使うことでエ
ネルギーを効率よく利用できるため，全体と
して二酸化炭素の発生を減らすことができる。

コラム

放電によって，負極はリチウムイオン Li＋（と電子）を放出してしだいに黒鉛 Cになり，
正極は Li＋を受け取ってしだいにコバルト（Ⅲ）酸リチウム LiCoO2となる。

1

イオン化列 K Mg AuPtCa Zn NiFe HgAl Sn PbNa AgCuLi (H2)

K Mg AuPtCa Zn NiFe HgAl Sn PbNa AgCuLi (H2)

コージェネレーション，水蒸気改質 業務用燃料電池

5

10
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化学定数表

典型元素の原子とイオンの大きさの比較

量 概数値
アボガドロ定数 NA

理想気体のモル体積（0℃，1.013×105 Pa）
　　　　　　　      （0℃，1.0×105 Pa）
ファラデー定数 F

電子・陽子の電気量の絶対値 e

電子の質量
陽子の質量
中性子の質量

6.02×1023/mol
22.4 L/mol
22.7 L/mol
9.65×104 C/mol
1.60×10－19 C
9.11×10－31 kg
1.673×10－27 kg
1.675×10－27 kg

6.022140857×1023/mol
22.413996 L/mol
22.710981 L/mol
9.648533289×104 C/mol
1.6021766208×10－19 C
9.10938356×10－31 kg
1.672621898×10－27 kg
1.674927472×10－27 kg

詳しい値

原子やイオンの半径のおよその値をナノメートルnm（10－9m）単位で示した。

1

1 2 13 14 15 16 17 18

2

3

4

5

6

0.152

H
0.030

He

Li

Li＋ Be2＋

0.140

Ne

0.154

Be
0.111

B
0.081

C
0.077

N
0.074

O
0.074

O2－

0.126

0.104

S2－

S
0.099

Cl

0.188

Ar

0.202

Kr

0.216

Xe

0.110
P

0.170

Cl－

0.167

F－

0.119

F
0.072

Na

0.186

Mg

0.160

Al

0.143

Si

0.117

K

0.231

Ca

0.197

Ga
0.122

Ge

0.122
As

0.121
Se

0.117

Se2－

0.184

Te

0.137

Te2－

0.207

I

0.133

I－

0.206

Br
0.114

Br－

0.182

Rb

0.247

Sr

0.215

In

0.163

Sn

0.141

Tl

0.170

Pb

0.175

Bi

0.156

Sb

0.145

Cs

0.266

Ba

0.217

0.116
Mg2＋

0.086

Ca2＋

0.114
K＋

0.152

Rb＋

0.166

Sr2＋

0.132

Cs＋

0.181

Ba2＋

0.149

0.090 0.059

Al3＋

0.068

Ga3＋

0.076

In3＋

0.094

Ge4＋

0.067

Sn4＋

0.083

Tl3＋

0.103
Pb4＋

0.092

Na＋

族
周期

　 　は原子，　は陽イオン，　は陰イオン
　 の大きさを相対的に表したもの。
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化学定数表

典型元素の原子とイオンの大きさの比較

量 概数値
アボガドロ定数 NA

理想気体のモル体積（0℃，1.013×105 Pa）
　　　　　　　      （0℃，1.0×105 Pa）
ファラデー定数 F

電子・陽子の電気量の絶対値 e

電子の質量
陽子の質量
中性子の質量

6.02×1023/mol
22.4 L/mol
22.7 L/mol
9.65×104 C/mol
1.60×10－19 C
9.11×10－31 kg
1.673×10－27 kg
1.675×10－27 kg

6.02214076×1023/mol
22.41396954 L/mol
22.71095464 L/mol
9.648533212×104 C/mol
1.602176634×10－19 C
9.1093837015×10－31 kg
1.67262192369×10－27 kg
1.67492749804×10－27 kg

詳しい値

原子やイオンの半径のおよその値をナノメートルnm（10－9m）単位で示した。

1

1 2 13 14 15 16 17 18

2

3

4

5

6

0.152

H
0.030

He

Li

Li＋ Be2＋

0.140

Ne

0.154

Be
0.111

B
0.081

C
0.077

N
0.074

O
0.074

O2－

0.126

0.104

S2－

S
0.099

Cl

0.188

Ar

0.202

Kr

0.216

Xe

0.110
P

0.170

Cl－

0.167

F－

0.119

F
0.072

Na

0.186

Mg

0.160

Al

0.143

Si

0.117

K

0.231

Ca

0.197

Ga
0.122

Ge

0.122
As

0.121
Se

0.117

Se2－

0.184

Te

0.137

Te2－

0.207

I

0.133

I－

0.206

Br
0.114

Br－

0.182

Rb

0.247

Sr

0.215

In

0.163

Sn

0.141

Tl

0.170

Pb

0.175

Bi

0.156

Sb

0.145

Cs

0.266

Ba

0.217

0.116
Mg2＋

0.086

Ca2＋

0.114
K＋

0.152

Rb＋

0.166

Sr2＋

0.132

Cs＋

0.181

Ba2＋

0.149

0.090 0.059

Al3＋

0.068

Ga3＋

0.076

In3＋

0.094

Ge4＋

0.067

Sn4＋

0.083

Tl3＋

0.103
Pb4＋

0.092

Na＋

族
周期

　 　は原子，　は陽イオン，　は陰イオン
　 の大きさを相対的に表したもの。
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❷電気量と電子の物質量　電気量の単位はクーロン（記号 C）で，1Cは
1A
アンペア
の電流が 1秒（記号 s）間に運ぶ電気量である。したがって，i〔A〕の

電流が t〔s〕流れたときの電気量 Q〔C〕は，次のように表される。
Q〔C〕＝ i〔A〕×t〔s〕＝ i・t〔A・s〕＝ it〔C〕 （48）　

　また，電子 1mol当たりの電気量の絶対値を ファラデー定数 といい，
記号 F〔C/mol〕で表す。ファラデー定数は，電子 1個がもつ電気量の絶
対値（電気素量）e〔C〕とアボガドロ定数 NA〔/mol〕の積で求められる。

F＝ e×NA（＝1.602×10－19C×6.022×1023/mol）   

 　＝ 9.65×104C/mol （49）　
　ファラデー定数を用いると，次のようにして，電気分解で流れた電子
の物質量〔mol〕を求めることができる。

電気分解で流れた
電子の物質量〔mol〕＝    

電流 i〔A〕×時間 t〔s〕
9.65×104C/mol

実験 8   電気分解を行って，電気量と生成する物質の量との関係を調べてみよう。

関連

Faraday constant

1

ファラデーの法則

目　標　ホフマンの電気分解装置を用いて，水
酸化ナトリウム水溶液の電気分解を行い，流れた
電気量と電極で生成する物質の量が比例関係にあ
ることを確認する。
実　験
（1） 1mol/L水酸化ナトリウム水溶液を電気分解

装置に入れ，装置内の空気を抜く。
　　   注意 水酸化ナトリウム水溶液を手や体につ

けないように注意する。
（2） 電源を接続し，一定時間電気分解を行い，陽

極と陰極で発生した気体の体積を測定する。
（3） 時間や電流の大きさを変えて測定を行う。

実験 8

電源装置

ホフマンの
電気分解装置

白金
極板

水素 酸素

陰
極

陽
極

火の取り扱
いに注意

安全めがね
を着用

詳しい値は，9.648533289×104C/molである。1
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1 国際単位系（SI）
　使用する単位が，使用する分野や国で異なるのは不都
合があるため，国際度量衡総会（1960）で国際単位系（SI）

が定められた。SIは 7個の基本単位を基礎とし，それ
らの積または商の形の組立単位などから構成されている。
国際純正・応用化学連合（IUPAC）は 1969年に SIを全面
採用し，わが国でも計量法，日本工業規格（JIS）に採用
されている。

2 物理量の単位の示し方と計算例
　単位のついた量を物理量という。すなわち，物理量は数値と単位の積である。
　例えば，モル濃度 1.0mol/Lという物理量は，数値 1.0と単位mol/Lとの積である。
したがって，同じ 1つの物理量でも，単位を変えると数値も変化する。
　　（例）　1 atm＝ 101325Pa

　物理量どうしを計算するときには，数値の計算と同時に，単位の計算も行う。
　　（例）　質量m＝1.0g，モル質量M＝ 40g/mol，溶液の体積 V＝ 0.050Lのとき，

 　　その溶液のモル濃度は，m
M
× 1
V
＝ 1.0g

40g/mol
× 1

0.050L
＝ 0.50mol/L

物理量 名称 記号

長さ メートル m

質量 キログラム kg

時間 秒 s

電流 アンペア A

熱力学温度 ケルビン K

物質量 モル mol

光度 カンデラ cd

倍数 接頭語 記号

1012 テラ T

109 ギガ G

106 メガ M

103 キロ k

102 ヘクト h

10 デカ da

10－1 デシ d

10－2 センチ c

10－3 ミリ m

10－6 マイクロ y

10－9 ナノ n

10－12 ピコ p

物理量 名称 記号 SI基本単位
による表現

力 ニュートン N m kg s－2

圧力 パスカル Pa m－1 kg s－2

（＝ N m－2）

エネルギー ジュール J
m2 kg s－2

（＝ N m）
（＝ Pa m3）

仕事率 ワット W m2 kg s－3

（＝ J s－1）
電気量 クーロン C A s

電位差 ボルト V m2 kg s－3 A－1

（＝ J A－1 s－1）
セルシウス
温度

セルシウス
度 ℃ K

物理量 SI基本単位
による表現

面積 m2

体積 m3

速さ m s－1

加速度 m s－2

密度 kg m－3

モル体積 m3 mol－1

モル濃度 mol m－3

比熱 m2 s－2 K－1

（＝ J kg－1 K－1）

熱容量 m2 kg s－2 K－1

（＝ J K－1）

●⬇表 4　SI接頭語●⬇表 2　固有の名称と記号をもつ SI組立単位 ●⬇表 3 その他の SI組立単位

●⬇表 1　SI基本単位

物理量 名称 記号 SI基本単位による表現
長さ オングストローム Å 1Å＝ 10－10m

圧力 標準大気圧 atm 1atm＝ 101325Pa

体積 リットル L 1L＝ 10－3m3＝ 1dm3

エネルギー 熱化学カロリー cal 1 cal＝ 4.184 J

●⬇表 5　SI以外の単位

体積の単位 リットル は SIと併用
される単位で，記号は「 L」または
「 l」とされている。しかし，「 l」と
記す書籍もある。

5
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15
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1 国際単位系（SI）
　使用する単位が，使用する分野や国で異なるのは不都
合があるため，国際度量衡総会（1960）で国際単位系（SI）

が定められた。SIは 7個の基本単位を基礎とし，それ
らの積または商の形の組立単位などから構成されている。
国際純正・応用化学連合（IUPAC）は 1969年に SIを全面
採用し，わが国でも計量法，日本産業規格（JIS）に採用
されている。

2 物理量の単位の示し方と計算例
　単位のついた量を物理量という。すなわち，物理量は数値と単位の積である。
　例えば，モル濃度 1.0mol/Lという物理量は，数値 1.0と単位mol/Lとの積である。
したがって，同じ 1つの物理量でも，単位を変えると数値も変化する。
　　（例）　1 atm＝ 101325Pa

　物理量どうしを計算するときには，数値の計算と同時に，単位の計算も行う。
　　（例）　質量m＝1.0g，モル質量M＝ 40g/mol，溶液の体積 V＝ 0.050Lのとき，

 　　その溶液のモル濃度は，m
M
× 1
V
＝ 1.0g

40g/mol
× 1

0.050L
＝ 0.50mol/L

物理量 名称 記号

長さ メートル m

質量 キログラム kg

時間 秒 s

電流 アンペア A

熱力学温度 ケルビン K

物質量 モル mol

光度 カンデラ cd

倍数 接頭語 記号

1012 テラ T

109 ギガ G

106 メガ M

103 キロ k

102 ヘクト h

10 デカ da

10－1 デシ d

10－2 センチ c

10－3 ミリ m

10－6 マイクロ y

10－9 ナノ n

10－12 ピコ p

物理量 名称 記号 SI基本単位
による表現

力 ニュートン N m kg s－2

圧力 パスカル Pa m－1 kg s－2

（＝ N m－2）

エネルギー ジュール J
m2 kg s－2

（＝ N m）
（＝ Pa m3）

仕事率 ワット W m2 kg s－3

（＝ J s－1）
電気量 クーロン C A s

電位差 ボルト V m2 kg s－3 A－1

（＝ J A－1 s－1）
セルシウス
温度

セルシウス
度 ℃ K

物理量 SI基本単位
による表現

面積 m2

体積 m3

速さ m s－1

加速度 m s－2

密度 kg m－3

モル体積 m3 mol－1

モル濃度 mol m－3

比熱 m2 s－2 K－1

（＝ J kg－1 K－1）

熱容量 m2 kg s－2 K－1

（＝ J K－1）

●⬇表 4　SI接頭語●⬇表 2　固有の名称と記号をもつ SI組立単位 ●⬇表 3 その他の SI組立単位

●⬇表 1　SI基本単位

物理量 名称 記号 SI基本単位による表現
長さ オングストローム Å 1Å＝ 10－10m

圧力 標準大気圧 atm 1atm＝ 101325Pa

体積 リットル L 1L＝ 10－3m3＝ 1dm3

エネルギー 熱化学カロリー cal 1 cal＝ 4.184 J

●⬇表 5　SI以外の単位

体積の単位 リットル は SIと併用
される単位で，記号は「 L」または
「 l」とされている。しかし，「 l」と
記す書籍もある。
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❷電気量と電子の物質量　電気量の単位はクーロン（記号 C）で，1Cは
1A
アンペア
の電流が 1秒（記号 s）間に運ぶ電気量である。したがって，i〔A〕の

電流が t〔s〕流れたときの電気量 Q〔C〕は，次のように表される。
Q〔C〕＝ i〔A〕×t〔s〕＝ i・t〔A・s〕＝ it〔C〕 （48）　

　また，電子 1mol当たりの電気量の絶対値を ファラデー定数 といい，
記号 F〔C/mol〕で表す。ファラデー定数は，電子 1個がもつ電気量の絶
対値（電気素量）e〔C〕とアボガドロ定数 NA〔/mol〕の積で求められる。

F＝ e×NA（＝1.602×10－19C×6.022×1023/mol）   

 　＝ 9.65×104C/mol （49）　
　ファラデー定数を用いると，次のようにして，電気分解で流れた電子
の物質量〔mol〕を求めることができる。

電気分解で流れた
電子の物質量〔mol〕＝    

電流 i〔A〕×時間 t〔s〕
9.65×104C/mol

実験 8   電気分解を行って，電気量と生成する物質の量との関係を調べてみよう。

関連

Faraday constant

1

ファラデーの法則

目　標　ホフマンの電気分解装置を用いて，水
酸化ナトリウム水溶液の電気分解を行い，流れた
電気量と電極で生成する物質の量が比例関係にあ
ることを確認する。
実　験
（1） 1mol/L水酸化ナトリウム水溶液を電気分解

装置に入れ，装置内の空気を抜く。
　　   注意 水酸化ナトリウム水溶液を手や体につ

けないように注意する。
（2） 電源を接続し，一定時間電気分解を行い，陽

極と陰極で発生した気体の体積を測定する。
（3） 時間や電流の大きさを変えて測定を行う。

実験 8

電源装置

ホフマンの
電気分解装置

白金
極板

水素 酸素

陰
極

陽
極

火の取り扱
いに注意

安全めがね
を着用

詳しい値は，9.648533212×104C/molである。1
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分
類 名称 電池の構成 起電力 用途の例・表記の例負極活物質 電解質 正極活物質

一
次
電
池

ⓐマンガン乾電池 Zn
ZnCl2
NH4Cl

MnO2 1.5V リモコン

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓑアルカリマンガン
乾電池 Zn KOH MnO2 1.5V 電子玩具

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓒリチウム電池 Li Li塩 MnO2 3.0V 火災報知器

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓓ酸化銀電池 Zn KOH Ag2O 1.55V 精密電子機器

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PRⓔ空気亜鉛電池 Zn KOH O2 1.3V 補聴器

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

二
次
電
池

　鉛蓄電池 Pb H2SO4 PbO2 2.0V 自動車
ⓕニッケル -カドミ
ウム蓄電池 Cd KOH NiO（OH） 1.3V 電動工具 Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓖニッケル -水素電池 MH KOH NiO（OH） 1.35V デジタルカメラ
Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

ⓗリチウムイオン電池 C（黒鉛）と
Liの化合物 Li塩 Li0.5CoO2 4.0V モバイル機器

Ni-CdNi-CdNi-Cd

Ni-MHNi-MH

Li-ionLi-ion

R

LR

CR

LR

CR

SR

PR

燃料電池（リン酸形） H2 H3PO4 O2 1.2V 病院やホテル

●⬇表 8　実用電池の例（電池の構成と起電力は代表的なものを示す）

参考 電池の内部抵抗　電池には自身がもつ電気抵抗があり，内部抵抗とよばれる。起電力
が同じであれば，内部抵抗が小さい電池ほど，最大電流が大きいので，出力も大きくなる。同
じ放電容量（●▶ p.128脚注 1 ）で比較すると，マンガン乾電池の内部抵抗は大きいので，その
出力は小さくなる。一般に，二次電池の内部抵抗は小さいので，その出力は大きくなる。

ⓗリチウムイオン電池　コバルト（Ⅲ）酸リチウム LiCoO2の Liが約半分
抜けた物質 Li 0.5CoO2が正極，リチウム Liを蓄えた黒鉛が負極である。
電圧が高く，自己放電が少ない。軽くて大きな電力を得ることができる。

復習
1

2

燃料電池と二酸化炭素   環境

　燃料電池は水素と酸素の反応により電気と
熱を同時に取り出すものである。火力発電と
は違って発電の際に二酸化炭素を発生しない
が，天然ガスや石油などから水素をつくると
きに二酸化炭素が発生する。しかし，燃料電池
がつくり出す電気と熱の両方を使うことでエ
ネルギーを効率よく利用できるため，全体と
して二酸化炭素の発生を減らすことができる。

コラム

リチウムイオン電池開発の功績から，2019年のノーベル化学賞に日本の吉野彰らが選
ばれた。
放電によって，負極はリチウムイオン Li＋（と電子）を放出してしだいに黒鉛 Cになり，
正極は Li＋を受け取ってしだいにコバルト（Ⅲ）酸リチウム LiCoO2となる。

1

2

イオン化列 K Mg AuPtCa Zn NiFe HgAl Sn PbNa AgCuLi (H2)

K Mg AuPtCa Zn NiFe HgAl Sn PbNa AgCuLi (H2)

コージェネレーション，水蒸気改質 業務用燃料電池
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●⬇表 8　実用電池の例（電池の構成と起電力は代表的なものを示す）
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コラム

放電によって，負極はリチウムイオン Li＋（と電子）を放出してしだいに黒鉛 Cになり，
正極は Li＋を受け取ってしだいにコバルト（Ⅲ）酸リチウム LiCoO2となる。
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